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次号は、「リハビリテーション課  理学療法士  本荘 耕太郎・中川 雄太」からのメッセージです。

　大隈病院で約10年間、介護士（ヘルパー）として入院患者さんの身の回りのお世話を
させていただいています。介護の仕事は、肉体的にも精神的にも大変ですが、患者さん
の笑顔と「ありがとう！」の一言に励まされ、今まで続けることができました。おかげで、
杭瀬商店街や外来の待合室でお声をかけてくださる患者さんが増えて、介護士としての
働きがいを感じています。現在、大隈病院には30人ほどの介護士が在職しており、日々、
患者さんが安心して入院生活が送れるように、他のスタッフと協力し合いながら介護さ
せていただいています。姿を見かけたら気軽に声をかけてくださいね。

次号予告

【病院仲間からのひと言】 仕事が早く人気者。頼れる兄貴です。

職員から職員へつなぐ、地域へのメッセージ

石橋 康一介護士  副主任

看護部 ３階病棟

　大隈病院は、この尼崎の地に「大隈外科医院」として開院し、地域の
皆さんに医療と介護を提供し続けて、今年で70周年を迎えました。
　超高齢社会・多死社会の到来となった今、当院は、地域包括ケアシ
ステムの考え方である“重度の病気になっても、治療後、お家でいか
に日常生活を安心して自分らしく過ごすか？”を重視した地域医療を
提供させていただいています。そして、昨年度からの新型コロナウイ
ルス感染拡大の猛威は、患者さんが医療機関を適切に受診ができな
いなど病院をとりまく医療環境は大きく激変させ、我々は、医療機関としての新たな役割や提供体制などについ
ての検討と再構築が迫られています。言うまでもなく、患者さんの日常生活の場は、病院ではなく地域のお住まい
にあります。当院は、『我々は、病院と皆さんのお家をつなぐ架け橋でありたい。』をスローガンに掲げ、今後も多職
種による診療情報の共有化とチーム医療を展開しながら、地域医療ニーズに応えた医療介護連携を提供します。
　地域の皆さん、医療介護従事者の方には、温かいご支援と激励をよろしくお願い申し上げます。

院 長 就 任 3 年 目 の ご 挨 拶

病院と皆さんのお家をつなぐ
架け橋でありたい

医療法人 朗源会
大隈病院 病院長  齋田　宏

病 気 を 治 す だ け で は な く 、患 者 さ ん の 心 も 癒 す
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大隈病院

　皆さんは、“地域包括ケア”って聞いたことありますか？ 3階病棟は、
“地域包括ケア”を提供する病棟（地域包括ケア病棟）です。急性期病院で
の治療を終えた患者さんや、ご自宅や施設で体調を崩された患者さんを受
け入れて、入院中に治療やリハビリを行い、住み慣れたお住まいに安心して
退院できるようお手伝いする病棟です。様々な疾患や病状の患者さんが入院されており、豊富な知識や熟練した技術が求
められる部署ですが、60日間の入院制限の中で様々な職種がチーム医療としてかかわり、患者さんやご家族の希望を叶え
られるよう支援させていただいています。スタッフは、看護師22名、看護師のような観察眼を持った頼りになる看護助手
9名、縁の下の力持ちの存在のクラーク２名で、業務に励んでいます。患者さんやご家族の思いを尊重し、心に寄り添った看
護を行い、「大隈病院に入院できて良かった。」と思っていただけるように、病棟スタッフ一同、日々邁進していきます。

っ て 、 ど ん な と こ ろ ？

部署
探検

住み慣れたお住まいに、
安心して退院できるようお手伝いします。

3階病棟

3階病棟 看護師長  永井　円

をしっかり実践しましょう！

（政府広報オンライン、厚生労働省よりデータ一部抜粋）

知って納得

病病ののの“食中毒予防の3原則”

食中毒菌を食中毒菌を

リハビリ
テーション課

くまちゃんコラム

●ほとんどの細菌やウイルスは、加熱によって死滅します。
●食物の中心部まで十分に加熱（75℃、1分以上）することが、大切です。
●また、熱湯消毒や台所用殺菌剤の使用も効果的です。

●細菌は10℃以下では増殖がゆっくりとなり、
　マイナス15℃以下では停止します。
●食品の購入後は、できるだけ早く冷蔵庫へ！

●調理前や食事前の手洗い、調理器具等の洗浄をしっかりしましょう！

　今年は例年より梅雨入りも早く、ジメジメとした日が続きますね。そんな６月は、1年の中で最も
食中毒が発生している月になります。日々健康に過ごすため、食中毒予防の3原則をご紹介します。

ふやさ
ない

やっつ
ける

つけない

　いよいよ新型コロナウイルス感染症に対してのワクチン接種が開始されました。
　多くの方にワクチン接種が進めば、これからも感染対策は必要なものの、新しい生活様式が展開され
ると言われていますが、患者さんとの接触の多いリハビリにおいても、昨年からの経験を踏まえた次の段
階の新しいリハビリを患者さんに提供出来ると思われます。
　さて、この原稿が皆さんのお手元に届くころには、オリンピック・パラリンピックの開催はどうなってい
るのでしょうか？ 一日も早く国内外のワクチン接種が進み、安心できる生活を送れる事を祈っています。

ワクチン接種の普及によって…ワクチン接種の普及によって…

令和２年  月別の食中毒患者数

●地域の人々に信頼される病院になります。
●高度の医療機能を持つ かかりつけ病院になります。
●病気を治すだけでなく、病める人の心を癒す病院になります。
●職員が勉強し、朗らかでやりがいのある職場をつくります。

基本方針
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